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校長室だより           
                                   第 ９ 号 

2026年１月 15日 

 北海道立農業大学校校長の下堀（しもほり）です。いつも、道立農大のホームページをご覧いただ

きありがとうございます。本年もよろしくお願いします。 

 今回は、年末年始に家畜管理を担った「越冬隊」を御紹介するともに、当校の養成課程と研究課程

のカリキュラムの特徴などを御紹介します。 

 

１ 越冬隊無事に越冬する 

 道立農大の年末年始は閉寮するため、学生達は実家などに帰省しますが、一部の学生（６名）は年

末年始も農大に留まり、搾乳や飼料給与、牛舎清掃等の家畜管理業務に従事します。 

 

 この間、食堂も閉鎖され、食事の準備など自分で対応しなければならず、また本別町の厳しい冬

の年末年始を乗り越えることから、志願された学生の皆さんを南極越冬隊になぞらえて「越冬隊」

と呼んでいます。 

 

 越冬隊は、年末年始の期間中、道の財産である牛や牛舎等を管理することから、学生達を臨時的

な道職員として任命します。その際に辞令交付式を行うとともに、職員から食材を差し入れ、また

感謝の意味を込めて焼き肉やお雑煮でもてなす激励会を開催しました。 

 

 今年は暦の関係で約２週間(12月 25日～1月 8日)にわたる長期間でしたが、越冬隊は無事に牛舎

と牛たちを守ってくれました。この間は氷点下 20度を下回る厳しい寒さや牛の分娩も続いて大変だ

ったとのことです。頑張ってくれた越冬隊の皆さん、ありがとうございました。 
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２ 農業大学校とは（その１：農大の定義と学生の状況） 
 次は、今更感がありますが、農業大学校とはなんぞや？ということについて御説明した上で、道

立農大が、就農に向けて最適なキャリア形成ができる学校であることを説明していきます。 

 

（１）農業大学校の定義 
 「農業大学校」って何？と思う人は多いと思います。 

 農業大学校とは農林水産省によると、「実践的な農業の技術力と経営力を備え、効率的かつ安定的

な農業経営を行い、即戦力として活躍できる農業者を育成する研修教育施設」と定義されています

（※１）。 

 わかりやすく言えば農業大学校（以下「農大等」）とは、道府県及び民間により設置された農業経

営の担い手を養成する学校です。設置形態は異なりますが、大学校の名称が付く学校として防衛大

学校や航空大学校などがあり、大学校とはその道のプロを養成する教育機関とも言えます。 

 

 農大等には、高卒を対象とした「養成課程」、短大等卒を対象とした「研究課程」、そして一般の農

業者などを対象にした短期間の機械操作や経営管理などの研修を行う「研修部門」の三つの課程・

部門が設定されています（※１）。 

 全国的に全ての農大等に養成課程が設置され、その学生数も多く、養成課程は農大等の中心的な

課程と考えられます。また一般の農業者等を対象とする機械操作や簿記・経営計画等を指導する研

修部門も全ての農大等に設置されています。一方、短大等の卒業生を対象とする研究課程は、北海

道を含めて 10校に留まっています（表１）。 

 後ほど詳しく御紹介しますが、道立農大は研究課程も含めて三つの課程・部門をフル装備してい

る全国の中でも数少ない学校だと言えます。 

  

（表１）全国の農大等の３つの主な課程 
課程 対象者 履修期間 教育内容 設置校数 

養成課程 高卒程度 ２年 耕種・畜産の各分野の専門課程 45 校（全校） 

研究課程 短大、専門学校卒 ２年 養成課程をベースに経営力等を深掘り 10 校 

研修部門 農業者等 数日～１年以内 機械操作、簿記・経営計画策定等 45 校（全校） 

 資料：農林水産省、全国農業大学校協議会（以下のグラフも） 

 

（２）学生数 
 全国の農大等の学生数は減少傾向で、令和６年度で養成課程が 3,295名、研究課程が 79名と減少

傾向となっています（グラフ１）。なお、研修課程の研修生数の全国的な数値はありません。 

   

  

 

 

 

 

  

  

（グラフ１）全国の農業大学校等の学生数（養成・研究）の推移と内訳（養成のみ） 
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 そのうち道立農大の学生数（入校者数）は令和４年度以降減少傾向で、令和７年度の入校者数は、

畜産経営学科が 19 名、畑作園芸経営学科が 26 名、稲作経営専攻コースが 5 名、研究課程が 4 名で

合わせて 54名となっており、近年定員割れが続き学生の確保が課題となっています(グラフ２)。 

 なお、全国 45校・約 3300名の学生数、１校当たり平均約 70名程度となっている中で、道立農大

の学生数が定員 160名（表２）・在籍数 100名以上ということは、全国の農大の中でも学校の規模と

しては大きい方だと言えます。 

 
  

 

 

 

 

（３）道立農業大学校の卒業生の進路 
 道立農大の卒業生の進路はグラフ３のとおり、平成 28年度までは自家就農が過半を占めていまし

たが、平成 29年度以降、自家就農が減り、雇用就農や農業関係の就職が増えている状況です。 

 平成 25年度以降の累計では、自家就農が 50％、雇用就農が 18%と合わせて約７割が農業への道に

進んでいます（グラフ４）。 

 一方、就職（17%）についても、ＪＡや酪農ヘルパー組合、農業機械メーカー等の農業関連団体・

企業がほとんどで、また進学(13%)についても、道立農大研究課程や農業系の四年制大学であり、道

立農大は農業関連産業を含めて農業への人材を送り続けていると言えます。 

 なお、進学・就職希望の学生の中には、いずれ就農を目指す者もいて、長い目で見ると、道立農大

は、農業者の育成・確保に大きく貢献しているものと考えられます。 

 

  

学科名 定数 

養成課程 

(畜産経営学科) 

 

60 名 

養成課程 

(畑作園芸経営学科) 

研修部門 

(稲作経営専攻コース) 

10 名 

研究課程 

(農業経営研究科) 

10 名 

合計 80 名 

（グラフ２）道立農業大学校の入校者数の推移（養成・研究） （表２）道立農業大学校の定数（１学年） 
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３ 農業大学校とは 
（その２：就農に向けた最適なキャリア形成が可能な道立農大） 
 高校を卒業してから就農するまでは、農業大学校も含めて多様な道筋が考えられますが、道立農

大を通じたキャリア形成が、最適であることを御説明していきます。 

 道立農大の養成課程と研究課程の目的は、一言でいうと養成課程で「農業経営の実践力」を養い、

さらに、研究課程では農業の実践力をベースにステップアップし「高度な経営管理能力」を身に付

けることです。 

 養成課程では、実際の農業現場に近い教育環境（農地、施設、機械）の中で、学生主体による模擬

的な農業を実践するとともに、プロジェクト学習により課題解決能力を磨きます。また、先進的な

農家での研修や企業等と連携した技術の習得、さらには、ＧＰＳ付き自動操舵トラクター等を活用

した農場運営やプロジェクト学習の実施など、実際の農業現場に近いフィールドで農業技術を学び

ながら、農業のスキルを磨き上げていくことができます。 

 また、研究課程では養成課程等の卒業者を対象に、経営・財務・農業政策等の高度な経営管理能力

を身に付けさせるとともに、チーズ等の製造による農産物加工技術も習得します。さらに、長期間

の総合実習（卒論等研究）は、自由度が高い研究を実施することができ、より主体性や柔軟性を養う

こととしています。 

 この他、農業機械の技能講習など数多くの資格取得が可能になるとともに、養成課程では学位（専

門士）が取得でき四年生大学への編入が可能になるほか、研究課程では、北海道職員である普及指

導員の受験資格も付与されるなど、農業人材としてより高みを目指すこともできます。 

 

 

 

（図１）道立農業大学校養成課程と研究課程の概要 
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４ 農業大学校とは 

（その３：就農までの様々な道筋と道立農大の位置付け） 
 高校を卒業してから就農するまでは、以下のフロー図のとおり農業大学校も含めて多様な道筋が

考えられますが、様々な学校の設置目的（表３）や学習環境などを総合的に考慮すると、その２で

述べたように、就農・農業経営に直結する実践的職業教育が可能な農業大学校が理想的と考えられ

ます。 

 さらに言うと、農業の実践力を養った上で、さらに高度な経営管理能力を身に付けることができ

る道立農大の「養成課程」→「研究課程」というキャリア形成の流れが最強だと考えます(図２)。 

 

 

 
 

（表３）各学校等の教育内容など 

学校の区分 教育内容 

農業高校 農業の基礎と農業人として土台を築き、将来の進路を選択するための教育 

農業系四年制大学 農業を学問・科学として深く学ぶ高等教育 

農業大学校 就農・農業経営に直結する実践的職業教育 

（資料）筆者がインターネット等で調べ取りまとめ 

 

５ さいごに 
 個人的な話になり恐縮ですが、退職後は農地のある実家で就農を考えています。しかし 38年前に

卒業した四年制大学の農学部では学問的な学習が多く、就農のために必要な農作業や機械操作など

の技術は不十分でした。就農を考えている今、道立農大に進学すればよかったと後悔しています。 

 道立農大は、農業王国十勝に立地し、広大な農用地（84ha）の中で、牛舎群・ハウス群が整備され、

トラクタなど数多くの農業機械を備え、道内の大規模な畜産・畑作・野菜農家に近いインフラを備

えています。 

 また、学生は、農業技術のプロである普及指導員や数多くの外部講師の指導の下、座学はもとよ

り、学生自ら家畜の飼養管理や農作物の栽培に従事し、農業経営に関する実践力を高めています。 

 北海道での就農を目指す方は、是非、北海道立農業大学校への入校を御検討ください。 

 
【参考資料】 

※１ 農林水産省「協同農業普及事業の運営に関する指針」    

   https://www.maff.go.jp/j/seisan/gizyutu/hukyu/h_tuti/index.html 

※２ 全国農業大学校協議会のホームページ https://www.noudaikyo.jp/index.html 

（図２）就農への道と道立農大の位置付け 

https://www.maff.go.jp/j/seisan/gizyutu/hukyu/h_tuti/index.html
https://www.noudaikyo.jp/index.html

